
 

 

 

 

 

 

第五小学校の歴史を刻む 

校長 伊藤 栄司 

煌
きら

らかな９８名の新 1年生を迎え、全校児童６５９名で創立５４年目・狛江第五小学校の教育活動が始ま

りました。やる気に満ちた面差しで新年度を迎えた子供たちの入学・進級を謹んでお祝いいたします。 

凛とした立ち姿 

昨年度末の卒業式は、新型コロナウイルス感染拡大を防止するため参列者は各家庭 2 名までと限定し実

施いたしました。卒業生は「どんな困難なことがあっても、前を向いて歩き続けます」「未来に向かって新

しい一歩を踏み出します」と力強く宣言し、自分の夢に向かって歩き出す感動的な門出となりました。凛と

した姿で会場に立ち、立派な態度で臨んだ卒業生は本校の誇りです。関係各位から賜りました数々のご厚情

に対し、改めて御礼申し上げます。 

抽象的思考力の向上をめざして 

さて、今年度も本校では「明るい子 考える子 強い子」の３つを学校教育目標とし教育活動を進めてい

きます。特に、「考える子」を重点に置き、思考力を高める指導を行っていきたいと考えています。また、

思考力の中でも「抽象化する力」に着目し、「つまり」から続く一文でまとめる練習を授業の中で行います。 

具体的な知識や経験と抽象化された概念を行ったり来たりしながら、わかりやすく説明したり、自分の考

えを書き表したりできる姿を本年度のめざす児童像とし、教職員一丸となって指導を進めます。 

研究発表会に向けて 

 今年度は、狛江市教育委員会研究協力校として 1月２５日に研究発表会を予定しています。研究発表会で

は「抽象化する思考力」の他にも校内言語環境の整備、読書指導の充実等を行い言葉による思考力・判断力・

表現力の高まりについて報告します。合わせて、タブレット型端末機 IPad を有効活用し時間と空間を超え

た学習の広がりや SDGs との関連等を提案することで、狛江五小児童の俊秀な力を市内外の先生方に見ても

らう機会といたします。 

Ｗｉｔｈ コロナ 

With（一緒に）といってもなかなか、実行できずに、子供たちには我慢してもらうことが多いのが感染症

対策です。マスクの着用や３密を避ける行動様式など感染の広がりを抑えるための方法は継続しつつ、でき

ることを増やしながら新たな狛江第五小学校の歴史を刻む 1 年といたします。どうぞよろしくお願いしま

す。 

 

 

６日（水）始業式・入学式 D 時程 

７日（木）D 時程 

８日（金）D 時程 

９日（土）多摩川清掃（雨天時：４月１６日） 

１１日（月）学年朝会（安全指導日）給食開始 

１２日（火）市学力調査（NRT）（５，６） 

    保護者会（２,５）ふたば保護者会 

１４日（木）一斉計測（全）保護者会（３，６） 

１５日（金）聴力検査（５）保護者会（１，４） 

１８日（月）聴力検査（３） 

委員会活動発足 

１９日（火）全国学力調査（６）聴力（１） 

２０日（水）内科検診（４,５,６） 

消防写生会（２） 

２１日（木）聴力（２） 

２２日（金）１年生を迎える会 視力検査（６） 

２５日（月）クラブ活動 視力検査（５） 

２６日（火）避難訓練 視力検査（４） 

２７日（水）耳鼻科検診（１,３,５） 

２８日（木）視力検査（３）離任式 

２９日（金）昭和の日 
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がくとう 

教育相談室より 
五小には、子供たちの心の発達を見守るために相談員が 3人います。学校生活の中で、子供たちが困って

いることや悩んでいることがありましたら、相談に来てください。 

牧野 遥先生…水曜日、木曜日  坪井 遼先生…金曜日  有村 恭子先生…第１、第３金曜日 

【4月の予定】 


